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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月7日(2009.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５０重量％を超える量の潤滑油と、
　油溶性の第２級ジアリールアミン及び／又は油溶性アルキル化フェノチアジンと少なく
とも１つの油溶性有機タングステンアミンとを含む潤滑油組成物であって、前記少なくと
も１つの油溶性有機タングステンアミンが、以下の（ａ）～（ｂ）のアミンに由来するこ
とを特徴とする、前記潤滑油組成物： 
　　（ａ）次式の第１級アミン
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、独立に、水素、Ｃ１～Ｃ２５アルキル、酸素又は硫黄
が途中挿入されたＣ２～Ｃ２５アルキル、Ｃ２～Ｃ２４アルケニル；無置換又はＣ１～Ｃ

４アリル及び／若しくはカルボキシルで置換されたＣ４～Ｃ１５シクロアルキル；無置換
又はＣ１～Ｃ４アルキル及び／若しくはカルボキシルで置換されたＣ５～Ｃ１５シクロア
ルケニル；Ｃ１３～Ｃ２６ポリシクロアルキル、無置換又はフェニル環上でＣ１～Ｃ４ア
ルキルで置換されたＣ７～Ｃ９フェニルアルキル；－ＣＯＲ６、無置換又はＣ１～Ｃ４ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロゲン若しくはカルボキシルで置換された５員又は６
員複素環；又はベンゾ縮合していて、且つ無置換又はＣ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ア
ルコキシ、ハロゲン若しくはカルボキシルで置換された、５員又は６員複素環である。）
；
　　（ｂ）次式の第３級アミン

【化２】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、独立に、各々、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＣＯ２

－、－ＣＯ－、又は－ＣＯＮ－部分を少なくとも１つ含んでいてもよいＣ１～Ｃ３６残基
、炭素数５～１２のシクロアルキル、炭素数７～９のアラルキル。ここで、アラルキルは
炭素数１～３６のアルキルで更に置換されている）。
【請求項２】
　潤滑組成物中の油溶性第２級ジアリールアミン濃度が約０．０７５～２．５重量％であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　油溶性第２級ジアリールアミンが、式
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【化３】

（式中、Ｄ１及びＤ２は、同じでも異なっていてもよく、各々、独立に、炭素数１～２８
のヒドロカルビルラジカルを表し、Ｅ及びＦは、同じでも異なっていてもよく、０、１、
２、又は３であってよい。）で表されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　少なくとも１つの油溶性有機タングステンアミンが、潤滑組成物中に約２０～４０００
ｐｐｍのタングステンを提供するのに十分な量存在することを特徴とする、請求項１に記
載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　１又は複数の酸化防止剤をさらに含み、前記酸化防止剤が銅、モリブデン、ニッケル、
亜鉛のナフタン酸塩、オレイン酸塩、ステアリン酸塩、ジアルキルジチオリン酸塩、ジア
ルキルジチオカルバミン酸塩、又はそれらの混合物であることを特徴とする、請求項１に
記載の潤滑油組成物。
【請求項６】
　さらに以下の添加剤の少なくとも１つが存在する、請求項１に記載の潤滑油組成物：分
散剤、清浄剤、摩擦調整剤、耐摩耗添加剤、腐食防止剤、金属不活性化剤、燃料節約剤、
及び粘度指数向上剤。
【請求項７】
　請求項１に記載の潤滑油組成物で内燃機関の可動部品を処理することを含む、内燃機関
の潤滑方法であって、前記潤滑油組成物が、少なくとも１つの酸化防止剤、及び少なくと
も１つの有機タングステンアミンを、前記潤滑油添加組成物に２０～４０００ｐｐｍのタ
ングステンを提供するのに十分な量含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　潤滑剤組成物に
　請求項１に記載の油溶性有機タングステンアミンと
　油溶性ジアリールアミン及び／又は油溶性アルキル化フェノチアジン
とを添加することを含む、潤滑組成物の抗酸化性及び／又は耐摩耗性の改善方法。
【請求項９】
　潤滑剤組成物中の油溶性ジアリールアミン及び／又は油溶性アルキル化フェノチアジン
の濃度が約０．１～２．５重量％であることを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　油溶性有機タングステンアミンが、潤滑剤組成物中に約２０～約４０００ｐｐｍのタン
グステンを提供するのに十分な量存在することを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　潤滑組成物中に１又は複数の酸化防止剤をさらに含めることを含み、前記酸化防止剤が
銅、モリブデン、ニッケル、亜鉛のナフタン酸塩、オレイン酸塩、ステアリン酸塩、ジア
ルキルジチオリン酸塩、ジアルキルジチオカルバミン酸塩、又はそれらの混合物であるこ
とを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　潤滑組成物中にさらに、分散剤、清浄剤、摩擦調整剤、耐摩耗添加剤、腐食防止剤、金
属不活性化剤、燃料節約剤、及び粘度指数向上剤のうち少なくとも１つの添加剤を含める
ことを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの有機タングステン酸アミンが、
　１）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）ＪＭ－Ｔの商標で販売されているＣ１６－Ｃ２２ｔｅ
ｒｔ－アルキル第１級脂肪族アミンとオルトタングステン酸アンモニウムとの混合物の反
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応； 
　２）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）ＪＭ－Ｔの商標で販売されているＣ１６－Ｃ２２ｔｅ
ｒｔ－アルキル第１級脂肪族アミンとパラタングステン酸アンモニウムとの混合物の反応
；
　３）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）ＪＭ－Ｔの商標で販売されているＣ１６－Ｃ２２ｔｅ
ｒｔ－アルキル第１級脂肪族アミン硫酸塩とタングステン酸ナトリウム二水和物との混合
物の硫酸塩の反応；
　４）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）ＪＭ－Ｔの商標で販売されているＣ１６－Ｃ２２ｔｅ
ｒｔ－アルキル第１級脂肪族アミンと、タングステン酸ナトリウム二水和物と酸との反応
に由来するタングステン酸水和物との混合物の反応；
　５）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）８１－Ｒの商標で販売されているＣ１２－Ｃ１４ｔｅ
ｒｔ-アルキル第１級脂肪族アミンとオルトタングステン酸アンモニウムとの混合物の反
応；
　６）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）８１－Ｒの商標で販売されているＣ１２－Ｃ１４ｔｅ
ｒｔ-アルキル第１級脂肪族アミンとパラタングステン酸アンモニウムとの混合物の反応
；
　７）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）８１－Ｒの商標で販売されているＣ１２－Ｃ１４ｔｅ
ｒｔ-アルキル第１級脂肪族アミン硫酸塩とタングステン酸ナトリウム二水和物との混合
物の硫酸塩の反応；
　８）ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）８１－Ｒの商標で販売されているＣ１２－Ｃ１４ｔｅ
ｒｔ-アルキル第１級脂肪族アミンと、タングステン酸ナトリウム二水和物と酸との反応
に由来するタングステン酸水和物との混合物の反応；
のいずれかの反応により調製されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　アミンが、
（ａ）次式の第１級アミン
【化４】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、独立に、水素、Ｃ１～Ｃ２５アルキル、酸素又は硫黄
が途中挿入されたＣ２～Ｃ２５アルキル、Ｃ２～Ｃ２４アルケニル；無置換又はＣ１～Ｃ

４アリル及び／若しくはカルボキシルで置換されたＣ４～Ｃ１５シクロアルキル；無置換
又はＣ１～Ｃ４アルキル及び／若しくはカルボキシルで置換されたＣ５～Ｃ１５シクロア
ルケニル；Ｃ１３～Ｃ２６ポリシクロアルキル、無置換又はフェニル環上でＣ１～Ｃ４ア
ルキルで置換されたＣ７～Ｃ９フェニルアルキル；－ＣＯＲ６、無置換又はＣ１～Ｃ４ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロゲン若しくはカルボキシルで置換された５員又は６
員複素環；又はベンゾ縮合していて、且つ無置換又はＣ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ア
ルコキシ、ハロゲン若しくはカルボキシルで置換された、５員又は６員複素環である）
であることを特徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１５】
　アミンが、ＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）ＪＭ－Ｔの商標で販売されているＣ１６－Ｃ２

２ｔｅｒｔ－アルキル第１級脂肪族アミンの混合物、又はＰＲＩＭＥＮＥ（登録商標）８
１－Ｒの商標で販売されているＣ１２－Ｃ１４ｔｅｒｔ-アルキル第１級脂肪族アミンの
混合物であることを特徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１６】
　アミンが、
（ｂ）次式の第３級アミン
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【化５】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、独立に、各々、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＣＯ２

－、－ＣＯ－、又は－ＣＯＮ－部分を少なくとも１つ含んでいてもよいＣ１～Ｃ３６残基
、炭素数５～１２のシクロアルキル、炭素数７～９のアラルキル。ここで、アラルキルは
炭素数１～３６のアルキルでさらに置換されている）
であることを特徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１７】
　１又は複数の酸化防止剤をさらに含み、酸化防止剤が銅、モリブデン、ニッケル、又は
ナフタン酸亜鉛、オレイン酸塩、ステアリン酸塩、ジアルキルジチオリン酸塩、ジアルキ
ルジチオカルバミン酸塩、又はそれらの混合物であることを特徴とする、請求項１３に記
載の潤滑油組成物。
【請求項１８】
　フェノール系酸化防止剤、硫黄含有酸化防止剤、銅含有酸化防止剤、亜鉛含有酸化防止
剤、ニッケル含有酸化防止剤、モリブデン含有酸化防止剤、又はそれらの混合物をさらに
含むことを特徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１９】
　ジチオカルバミン酸亜鉛、ジチオカルバミン酸ニッケル、ジチオカルバミン酸銅、ジチ
オカルバミン酸モリブデン、又はそれらの混合物をさらに含むことを特徴とする、請求項
１に記載の潤滑油組成物。
【請求項２０】
　潤滑組成物中に、フェノール系酸化防止剤、硫黄含有酸化防止剤、銅含有酸化防止剤、
亜鉛含有酸化防止剤、ニッケル含有酸化防止剤、モリブデン含有酸化防止剤、又はそれら
の混合物をさらに添加することを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項２１】
　脂肪酸のグリセロールモノエステル、脂肪酸のグリセロールジエステル、スクシンイミ
ド、置換されたスクシンイミド、グリコール化スクシンイミド、ホウ酸化スクシンイミド
、脂肪族リン酸塩、脂肪族アミド、脂肪族エポキシド、ホウ酸化脂肪族エポキシド、ホウ
酸化グリセロールエステル、アルコキシル化脂肪族アミン、ホウ酸化アルコキシル化脂肪
族アミン、脂肪酸の金属塩、硫化オレフィン、脂肪族イミダゾリン、カルボン酸とポリア
ルキレン－ポリアミンとの縮合生成物、アルキルサリチル酸塩の金属塩、アルキルリン酸
のアミン塩、又はそれらの混合物を含む、１又は複数の摩擦調整剤をさらに含むことを特
徴とする、請求項１に記載の潤滑油組成物。
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